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諸外因が冬小萎品種に於ける主科幼穂、

の形態愛化に及ぼナ影響

(第 1報)

手島寅雄・吉田 稔

(;fti!:)'道大接農産詳ffil農皐科会期作物皐数安)

The effect of outer conditions upon the formation of 

young ear in main stalk of winter wheat. 

TORAO TESHlMA  and MINORU YOSHlDA 

By 

緒言

冬小萎のような秋播性の高い品種に封し，人

工的に催芽低温庖理を行い或る一定期間jの越冬期

を興えた場合に，隊j後の生育期間中に遭遇する温

度去によって出穂に不安定性が見出される。との

場合に於ける，冬ノj、安の秋播性の消去とか，春播

への特化とかいわれている質的な礎化過程の究明

の-Jl)Jとして以下の賓験a:試みた。向との貫験の

一部は文部省科事研究助成制1助金によったもので

ある。

第 1節秋播小重要品種の播種期別

主稗幼穂分化温程の調査

1. 目的と費験方法冬小茶に閉じて

の種々の質験をこ行う基礎として，正常な航

態で秋播された冬小委が，常地方の自然保

件下で如何なる生長賠の分化過程を辿るか

を調べる需に， 品種 DawsonNo.1をmい
て8n 15日，同 30日 9月15日，同 30
日の 4固にわたって¥t踊場に播種し，出聴に

至る迄の主科生長姑の分化を縦断切片の検

鏡調主主によって迫跡した。播種はそれぞれ

前日に浸水250Cの恒I温で位H芽せしめた上，

2><2寸の千鳥播きとし， 1週間後1伽i体立

て1匝首り 2001i肉体とした。質験結果は主に各匝

内の主秤生一長里tIの分化程度を和問 (1936，a)の示し

た 10段附に基いて判別し， 且つ幼穂長の測定を

以でした。 調在は1匿 10個体とした。

2. 費験結果生育fJki兄並びに幼穂分化過程

は次肺lの如くで、あった(表は省略)。但し第2li克!の

縦軸は封教的にとった。

極端に生長も小さく生長期iの分化も進んでい

ない織弱な植物体を合めた9月初日播きの晩播の

場合には越さらに耐え難いととを示した。

生長期が 0.6mm以上で春にスタートしたf.iij

初
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生長黙の分化の差異が出t~îに至る

迄保たれ8月15日播きと 9月15

日播きの播研叫にたける 1筒月の

主異はtl'，聴mlに於て 8刊のう巴とな

って表われた。

。播郡!:W月の lj1.いものは他匝より越冬

前は勿論収穫時も分操教異常に多

く，而も総ての分東がr~rJ?alll寛を

見7ζ。

づト援の増加lに於ては前2者の早播

のものが越冬前に念波止な増加をと示

し，他の 2者は緩慢な士別JI¥を示し

たQ 之に反し越冬後の前2者・は分

業増加をと止め後2者が徐々に増加l

した。

。牧f41!時の科長(穂F首迄)ではそれぞ

れ 118，112， 101， 87 cm，穂長では

12‘8， 12ふ 11.9，9.7 cmで牧量に

も大きな差異が表われた。(¥白i版1) 

第 2節種々の期間低温虚哩を

受けた冬小委催芽種子が

播種期の相蓮によって

生ずる出穏期の差異

北海道大挙農星雲部落己要
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1. 目的と費駿方法種々の低温

期聞を多小宴の1W芽種子に:9i~えて早春

から初夏にわたる播種真nの相違によっ
セ現われる出1忠則!迄の日教の鑓化を lilìllt~.の I1た態の

下でi切らかにしようとH.えみて次の諸匝を設けた。
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第2圃 橋種1切別それ霊長の主手早幼穂分化過程
(附札幌春小多9披のガJ穂分化)

3;全

4月19日移植1
5月9日移植|移植期の各々について附，

} 90， 80， 70， 60， 50， 40， 3013 
5月29日1多布III

|の各底辺l匝
6月18日移杭j

日[J ち 20日必きの 4 回移杭で各回毎に無鹿~111の

前FH乙HbldlH芽したものを同時に移布liした。

低温底J'Jl1.の各匝は底辺llfJi~始前 24 時|日l に 250C

で、飽和7kJf(の 60% の蒸溜水を令んだ1!!~蕗i砂上に

置床ilJ1芽生士しめ，その杭12cmの Schaleをそのま

ま冷請託した (1
0C.¥o f多杭は目:IJ同2){，2x2寸の千

品掃とし， 1匝につき 1本立ての 60例休を生育せ

しめp 調在は 1匝停には randQm に 201[lil休と

2者の播種卵1のものは 5月初旬から急:蓮なノj、花内

の分化を起し後者の2播種期のものに先立つと

と2週IUIを以て111穂したa 勿論その年々の気象候

件とか土壌のi!J，態，肥培管理法令;の環境諸保件の

相謹にf1えって幾らかの差は生やるだろうが， との

寅験によってfI月らかになったととは

ottt行の 9月f二中10を中心としたさち小委の播開
では幼t~xが大体 0.5mm で越冬する。

04月10日頃の fl}起時には外観1二は腐敗して大

きな=~般の礎化を来たしているが，生長賠が

損なわれぬととが分張数の増}JI1を辿れば分か

る。融零時の幼穂分化程度は根零時のそれに

全く同様であった。

。播組閣が早くて根零前に表われたる生育及び、
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した。

J器研時の coleoptile 及び、 radicle の JIJ~態は百53

1品iの女nくで、あった。

2. 膏験結果 Il\椋日 'L~M してゴくの結果をイ12

た(第5去参照)。

結果を~'~ると 19!IV， 9/V 掃きでは 70円以 i-，

の廃刊i長に於て ~lll 秘JtI1 に PfIんど主はなく ， 2HjV， 

18;VI 掃きでは 90円以上にiuaめるべき主はないが

他は庭山1l !=1 が少なくなる釈II1IM(lz:.要する日~出土

:~;激に増大じている。之の傾向はず)支手手掛ノj、要の

J添加WJ試験K友われる傾向にお!似し自主fltF!故~

11:;心とじてL与えると， :J'.ffi:f，TUtJlがj[lれるに1ftって1111

聴に嬰ずる n設は--[1寺長くなるが，その時以後の

描f世間では次第に)J¥t!Jz迄のn数を叫紛ずる。また
19/IV 捕積の場合40El1~I;i1lìl虎加に於て 1I11聴するに

充分であったが，201二i後の 5).]911に移111'iしたも

のでは60EI 庭山H以上でなければ満i止な IIIJ~沈見ら

れや，克にれて 6n 18 E¥移Wiになると 90f¥以
上海JAじたl豆11:}jきて大体IHt~(がj主せられ， 808と

70日とにSi.られたfi!-:3 {日i付、の t~{(会仰れも :r:f(t、であ

った。移航より11¥聴に至る迄の日教は底辺日教の

長い純一定の1llLK近づくような双rl!l秘的関係のる

第 3筒 í)hK~f(tヲi-廃時1[1去のJI先絵

1 : 100 El， 2: 90 El， 3: 80 fl '''''' 8 : 30 n . 
9: q眼底埋骨t~芽

第 2表 種々のímヲf' í氏;;K~j\íJl:\jを受けたそ小努の係強JD])J Ij:1¥穏期!の差異 (1951)

'Il1f l'重 jlJJ 19iIV 9/V 29/V 

lU 1il!( a (b ii) a (b ト1) a l (b iij 

1008 i 16/日~18/VI 58~60 10/日 ~16/四 62-68 23/\宜~，25/V1[ 55~57 

ili; 
90B 

7且 8011 

E昆 70 II 

坦[[ 60f:J 
期 l
fi日
50/l 

40 El 

30 El 

ll\~ 底部¥l

グ グ " グ 23!V1[ ~28/ Y1I 

171日 ~20/VI 59~62 Jj グ 281四~ 31国

グ グ 13/VlI ~I71司 65~69 30!y1[ ~ 41国

2fV1[ ~ 7/V1[ 74~79 201日 ~26/日 72~78 301ぼ~ラ/日II

10/阻~14/V1[ 82~86 21/¥払 27/1直 104，110特 J¥ノ、

18/VJI ~24!v1[ 90~96 × 、ノノ、 ¥〆ノ、

× × × × ¥ノ¥/ 

〉く 〉く × × 、ノノ、

a; IH穂始め---m線対iiν、， b: 11軒並iiより1-11徳起のii1jJ世
60 j間体r1111'，椋したものこれのみ x 康1上

第4圏 E塁王~!j切 IliJと到:{Ëfl 1Pi:

?lLtrJ| 

55~60 

60~66 

62~67 

62~68 

× 

¥/. 、

× 

x、

18/VI 

a (b i i) 

7/1m ~ 10/1並 50~53 

グ グ

9/Hll， 41K 52， 78将

15/¥m 58長

× × 

X ¥八/ 

× × 

× × 

× ¥八ノ
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るととが第 4[i.~;jから知られる。キu院附近の僚件下

で泊長l]の 9FJ 15日に掛かれた多小委は 6月15日

前後にI:util¥し，春ノj、妻を 5月5日の櫨期括和すれ

ば7月10日前後におh聴し， I:l:\:t~{迄に要する日教

は 65日{立が背迅であるから冬小型手は1111杭特有の

一定期11日について1m芽低tKiUtJ'賦するととによって
存捕に料化され， %火括性主と消去するが秋播'~l~を残

存する以上は底止するという今迄の蹴念からすれ

ば4月19日移布Ijでは低温鹿盟70日以上， 5 J'J 9 

日t番組のものでは 80日以上が手火播性を消去し，

他は秋括性を残存しているというととになる。か

かる考えはとの寅験に於て表われた結果のように

播顧期の握れるにつれて秋播性の泊去したと忠わ

れたものが出穂せや， ;f:火捕性を残存しているとい

，'C 一一長鳥取混・戸島---.品fo7t1t温(IOC，悦)
30~ 0-一一~Iぜfl.混 a-----0長I!I:吃う品( 勾 J 
D 

2.0 

い符!るものが次第に増加するととから，秋播性の

消去というものが泊去の方へ一方的なものでなく

外界の繰件(例えば播組!~\lの移動に伴なう温度，

日!僚の務化而も秋冊目:のがi去に有効な{条件と全く

相反する保111二)によって秋昨I{l~をとりもどす，日IJ

ちf正視1VEW-島理効果が逆行するぞlitiを持っている
ような質的鑓化であるという蹴念に鑓えねばなら

ぬといえる。とのととについては詳細iを論議の項

に譲り火に質験j~)lm~!lの気温及び地棋を表示し

て論を進めるに{更ならしめようと j目、うはお 5Ii"~1参

!¥吉)。

温度2えによれば 5F}20日頃、迄筑i毘，地j毘共に

1JI:iK~.鹿翌日効果限界調度の 43~460F (7 ~80C)以下

の温度に燥される日が続き，殊に最初の播腕j~f)の

-'--'---'回目-'

4 )119日より 1週間位は完全に有効

溢度が保持されてたり，之が4月19

日播きの40日低温鹿理面をこ満足時出

穂せしめたのだろう。そして播穂胡

の遮れるに従って低温鹿理効果を謹

l博するような働き右とする高温が次第

に現われ低温慮理による質的援化の

過程の進んで、いないもの程出穂を

遅らすような結果となるに建いな

，/ ¥Qヲ LO 2'写 30 Yl..r ID 1" ~ z. 3~ 払u !v ¥5 2JJ 2， 30 い。N- -;-> -- 'V[.- もι

第5国 f番種期別試験中の朱温と地温 (5EI子均)
号たに牧陸時 (8n 30日)・の各匝

第2表 種々の期/f~低温庭理を受けたそ小多の掃種期別生.育の差異(195 1)

播種期 19/IV 18/VI 

民主現日数
税引科長 i穂長 側~I 梓長 l 穂長 分張型~I 秤長 i 穏長 概数|科長[穏長

iH) (cm) 1 (cm) (cm) I (巴m) I I (cm) I (cm) (cm) I (cm) 

100 11 120 10.3 JO IJ3 10.9 6十4 106 9.4 3十6 83 8.3 

90 12 122 10.3 11 116 10.4 6十日 109 9.6 3+6 79 8.1 

80 9 119 10.2 II 118 10.5 7十7 IJ3 9.5 2+12恭 42 5.9 

70 9+1 107 9.8 8イ2 106 10.1 5十11 97 9.7 1+8持 38 5.7 

60 6+2 103 10.1 日1-8 96 9.2 3+16 91 7.8 × × × 

50 5+5 87 10.2 2+ 17* 72 9.4 × × × × x × 
40 日十6 × × × × × × × × × 

30 × x x × × × × × × × × × 

仰い 1x 1 x 1 x1 xγ×十x x ~I x 1 x 1 x 1--x 
x:座I上せる匝，十の次に来る鍛字は無効分!!M盟主
後・ 1(;ib..60個体中各2個体， 6月 18fI 掃ー70H 蕗理ではIf同体より:H穂せず。
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布(i物の分礎教， J11長， 141長について調布じた結果

を表示すると江~ 2去の如くである。

捕加算IJが lJLいf'it干?長が大で、あり， I司ヒJ岳部WJJ

の11c'で、は戎る限界内で、)J主土'P.)¥:l1J1Ilが充分長いもので

は長い程FIL長が小である傾向が認められ，その限

界を越えると虎型1!.WI1¥I'dが縦かくなる程111長{主主r[fn

くなり 1つの]立出rliを刊している傾向が認められ，

II~Ìかもそれぞれの播樹立J11亡時i じてji之大の l'i.J.三友 9íl

えるに最活i1J:1lI;i品u是正!Junl¥l¥lがあり，それより長期!
の低泊底王lJH'c於ては生前生長への過釈がな激で、11iJ

:t~\fr:li賓が l{ く FILのfi!\長が之に nなわす勺 .j;その

~~I) \i\\ より組かく fな主ると{低I正山Lì沼器 E底是王出'1巳[勾効11)[見I~éのつ不充うトlι乞よ

り幼1柑Æ( より他の:~淀~:f子詫fをぜ生 L一x:=;

の!出1\，j;説掠j出(がi混~虻i王t此tれl妓生と 2な主る女刈如JIパく dJ入A品1L弘W弘tよU品i?江.I.‘わ jれL る。

第8悶 異なる1~泣~髭王，\I，~切 n刊と穂々の憐柿[1\fl

で生長 L1:ご冬小努(7月 22Il搬l~)

〔例:1911~60: 4凡191H砕， 60底地¥)

分譲は底王HU~JHi\\が1;ほかくなる科その披をと増し

nつ播7~Ti: Il;JJが握れて員立の保111:下に有'ßJlの生訂を

するlJ;j合は~cl:1肢に分I長を減少した。

議3簡種々の期間低溜鹿現した各小2警が
異なる生育温度で生ずる出穂期の謹異

1. 関的と賢験方法 きちノj 、 ~(riM，í!ì: Dawson 

No.lをmいて Potlえ布i'il亡より， 異なる町'li¥lfLU品l
j行械を e交けたH日芽拍子を生育¥:j¥，lii'j子宗I'kJと'-1i外な

る iKì1J主ヲitnc{~~ち， 口ーっ1多純明主こ呉にして生育せ

仁めた明会m:tMJ)1C立/1Mたる影寺撃を及ぼすかを検
討せんとじてぷくの;itf岡をこ設けた。

低'ilril庭王IHWJl¥illを60，50， 40， :30 f1， f!!U;是正'1'.の

それぞれをと 5n 1 H， 5 H 15日， 5 n 29 FIの 2迦

/1¥1ゐきに:3回 (2j均五トの 1Pot i'多布It:J， )~誤11\<1コポî[cl 

28
G

Cで、給水仁てIm]"'-cせしめ，忠正11¥1間交は 3"C。移

村i時の各l認I/J!芽幼品r'[物の幼芽及び幼棋のJ之さは;jく

の立11くであった。

i1¥iK;U主主3'1¥¥
j(:JJII百 60El 

第 3 重量

50 iJ 40 jl 30 El 

1~2 

1~2 

会 Potが宝外に/l'.されて生子Hi-Lめられたる

6 n20fltJ、!誌の宝IAJl支ぴ安外のiXiU支一略化はcrPI品¥1

¥1::示した-<<11くn々の11え侭試;I(it(乙於て2r---30C，11むよ[J
拭j誌で 10

0

C !líî後の;';~(J:: k休保つととが!日米た。

句一一刷
出中 一一一一宮内

2. 費験結果 Il't秘tJ;lH乞闘して2受験絡了!I寺の
8 j:J20日¥'C於ける調布結架空夫元ミすると訂4去の

如lくなる。 U<II止したものの科長の数千二は〕字丈)

出4去に見られる女nく何れのHt初期lに於ても
宗外の相!.J-ilサ冷ilM.で吐ミ育じた作I:Hlit克明(純物が， 宝

内のl段j思iて生存したものより生長は)lIれるにも拘

らやどのl誕もJ!1役目¥IUI{くlHt京じている。

i1I;出庇王IJ(rl教の少くなる-1''(，播析から11'ltV¥迄の
H~肢をつ?し、経いには 1'1土!とするという賢験U~ 2に

表われたる傾向はととでも見られ， しかも掃阻ttlj

の}Llれるに従って}JJ(:る限界迄は捕{:rTI より IHt~üsの

f:]~設を ý;\H~(iL，それを越えると急激に ì~'~止に向う

という{ぜi向カiあり， ll:i;U'iU昌子lllCj~止のう;rEカミい主主それ

が著しく， '1介かも嵐王111_1ごi教のよかない和気温が戸:jく

なるととによって!自主Ip_効果を犬い易く不安:~J.:. IJ: J iJ~ 

f主であるととを示している。との出liから外f担~l'~::';::

呉の故も判然と表われた5n 15日移杭のものの二t.
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l"u々 のWJIl可低温底現を受けた冬小3容が異なる生脊温度で
生ずる 111穏期jの差異 (3個体平均， 1950) 

川Ij守点差
I H基1
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64.3 

科生長見i1iの分化過程を第81到によって示

す(去は略す)。

とのように室外に生育したもーのが室

内に生育したものより生長に於ては劣っ

ていたが，幼聴の分化が却って詳述であ

って， 室外に生育した50日低温底理杭

物は室内のよヒ践的高温に育った60日低

温鹿理匝より後期の幼t1t{分化がJ主主主で、あ

って!町長日に於てもー早かった。更にその

傾向は庭;即日裁の少ない五tたきな設を表

わしているのであって，とのととはl切ら

かに低調底迎効果にまJして雨後の生育温

度の低かったととが出穂促進に附カ11的に

作用したと僻するととが出来る。との場

合I:Ut去を促進したと花えやに，何日かの

低温底盟友る刺戟によって幼H~を形成し

得るように運命づけられた倒休の質的統

態が一方は生育の詮中に於けるi虫iiElによ

ってその質的経化の逆樽が行われて幼穂

の分化を阻害され，他方はその逆枠的阻

害作JIjが少ないばかりでなく，却って低

i且底班効果を及ぼ、すような低温が続くと

とによって生育詮上にも累杭的に低温効

果を受けていたと僻するととが出来る。

綜括的な考察に闘してはきたの機合に

ゆやる。(文献省略)
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A B 
芸書吉間 'fifi々 の1tJJllfjf氏滋庭巧i¥せるそ小多をき長タト (A)と宗i竹で J5!V擦の8月20I~ Iこおける差異

(友より 1mB逗坦[!，低;l~t20， 30， 40， 50， 60 El ) 

SUlumary 

1. Although the investigation on cffect of low-tcmperatur巴 treatmentIn inducing the caring of thc 

winter wheat Is now well cstab!ished， somc experiments were planed to makc cle丘rthe qualitative change 
caused by chilling・

2. The winter wheat， Dawson No. 1， wcrc sown in the ficld at L5-days intervals; on August 15， 

August 30， S巴ptember 15 and Sept巴mbcr:)0， and cxamined microscopicalIy its growing points on the 
samc day as the samples wer巴 tak巴n・

:3. ln 19 δ 1 sp刊li印ngsov司吋1

or口1A主p戸ri口119， 1V1ay 9， J¥1ay 29 and J Ulle 18 compriscd respectively the chilling at diffcrent periods of 
germ inated wint巴rwheat s巴eds. From this experiment， it was found that the pcriods from planting to 
heading were gradually increascd乱sthe sowing time becomes latcr owing to high tcmperature of growth 

during the juvenile st司g巴・ 1V1oreover， it was resulted that the amount of low tCll1p巴raturerequiremcnt 

"1as increased progressively as the sowing becomcs later; th巴 longercxposur巴 oflow temperature is 

rcquired to affect any r・eversingeffcct of relativcly high巴rtemperature in thc latcr sowing. 

4. At three timcs， i.e. May 1st， JVIay 15 and l¥i1ay 30 winter wheat chill巴dfor various periods of 
exposur巴， viz. :30， 40， 50 and sO days， "1ere so"1n in pots in and outsidc of an unh巴日tedglasshous巴・
Th巴 observationof process of differelltIation and measuremcnts in length of growing points were mad巴

under the ll1icroscope. Th巳 hasteningof earing is possibly due to a further vcmalisi1Jg巴ffectof the low 

temperatures in the outside because the vernalised plants in the gJasshouse eared hlter than th巴 vernaJis己d

plants in the outside on巴achplots of samc exposurc. 

5. The plants seedcd at 4 times， nam巴IyApril 25， May 5， May 1.'5 and May 25， of "1inter barley 

(Wase-chinko) showed vernalising effect indu巳巳dat various period ot low t巴mperatnrewere inv巴stigatcd

ll1icroscopically and also the relativc gro"1th rates 01 th巴 growingpoints. 

6. From th巴 r巳sultsof thcsc cxpCrill1Cllts above described， thc hypothetic conclusion may dra"1n 

that the qualitativ巴 changeinduccd by chilling to the soaked grain of winter wheat is reversiblc of "1hich 

is eliminated with opposite巴xposureoy high temper乱ture. The r巴V巴rsivilityis r巴[江tcdon the two 

condi tion; th巴011巴isthe lill1i t of th巴quali ta ti ve cha 
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国版 1. 

A: そ小w.の掃干'ffi~別別生育

1. 4月20日の!伏態 2. 6月15日の朕態

B: そ小w.の幼穂分化過位

b: :萄始原体 s:小穂始原体， S: 1個の小穏， f:小花 (XI5) 
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